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歩行機能を科学的に評価
トルト歩行分析ＡＩＡＩ

ス
マ
ホ
で
歩
行
動
画
を「
撮
る
」だ
け
で
簡
単
歩
行
分
析

理
学
療
法
士
の
知
見
を
基
に
開
発
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
が
現
場
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
支
援

根
市
正
行
﹇
三
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
﹈

　
近
年
、介
護
業
界
で
も
「
デ
ジ
タ
ル
化
」「
科
学
的
介
護
」「
生
産
性
向
上
」
は
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。
す
で
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
生
産
年
齢
人
口
で
す
が
、
医
療
・
介
護
の
複
合
ニ
ー

ズ
を
有
す
る
高
齢
者
の
人
口
比
率
の
増
加
は
避
け
ら
れ
ず
、
需
要
の
増
大
と
多
様
化
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
三
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
歩
行
機
能
を
科
学
的
に
分
析
し
評

価
で
き
る
A
I
「
ト
ル
ト
」
を
三
沢
市
内
で
初
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　「
ト
ル
ト
」
と
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
歩
行
動
画
を
「
撮
る
」
だ

け
で
歩
行
分
析
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ベ
テ
ラ
ン
の
理
学
療
法
士
の
知
見
を
基
に
開
発
さ
れ
た
A
I
が
、
そ
の
評
価
を
も
っ
て
個

別
に
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
歩
行
状
態
の
解
析
に
は
、「
独
歩
、杖（
数
種
類
）、歩
行
器
、つ
た
い
歩
き
、歩
行
介
助
な
ど
」

と
幅
広
く
、
現
場
で
起
こ
り
う
る
歩
行
動
作
が
概
ね
解
析
可
能
な
た
め
、
お
客
様
の
歩
行

動
作
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

t o r u t o
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分
析
に
は
、
①
速
度
（
5
m
を
何
秒
で
歩
け
る
か
を

表
す
）、②
リ
ズ
ム（
歩
行
の
テ
ン
ポ
の
バ
ラ
つ
き
を
表
す
）

の
項
目
で
歩
く
力
を
分
析
し
、
③
ふ
ら
つ
き
（
頭
と

身
体
の
左
右
へ
の
揺
れ
の
大
き
さ
を
表
す
）、
④
左
右
差

（
左
右
の
足
で
支
え
る
時
間
の
割
合
を
表
す
）
の
項
目
で

バ
ラ
ン
ス
等
を
分
析
し
、
点
数
化
す
る
こ
と
で
課
題

を
可
視
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
4
つ
の
項
目
で
転
倒
に
関
す
る
評
価
を
行

い
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
に
て
提
示
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
を
、
解
析
結
果
シ
ー
ト
と
し
て
出
力
し
、

歩
行
動
画
と
併
せ
て
、
お
客
様
や
ご
家
族
、
ま
た
担

当
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ
、
わ
か
り
や
す

く
情
報
共
有
し
、
運
動
の
ご
提
案
が
で
き
る
と
こ
ろ

が
大
変
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
使
用
方
法
は
動
画
を
撮
影
す
る
だ
け
と
シ
ン
プ
ル

な
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て

い
れ
ば
、
場
所
を
選
ば
ず
職
員
誰
で
も
使
用
で
き
る

良
さ
が
あ
り
ま
す
。
A
I
に
よ
り
、
専
門
職
並
み
の

歩
行
分
析
が
で
き
る
点
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

三
沢
デイ
の
Ａ
Ｉ
取
組
み

　
三
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
自
宅
で

の
環
境
や
お
客
様
の
心
身
の
状
態
を
把
握
し
、
ご
自

宅
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
生
活
動
作
の

課
題
に
合
わ
せ
た
機
能
訓
練
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
目
標
達
成
で
き
る
よ
う
に
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
ト
ル
ト
」

の
A
I
に
よ
る
歩
行
分
析
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
も
評
価
の
ひ
と
つ
の
ツ
ー
ル
に
過
ぎ
ず
、

　
三
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和

58
年
に
開
設
さ
れ
た
「
通
常
規
模
型
（
広
域
）

の
通
所
介
護
」
と
し
て
41
年
間
営
業
し
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
6
年
8
月
を
も
っ
て
「
地

域
密
着
型
（
小
規
模
）
の
通
所
介
護
」
に
変

更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
三
沢
老
人
ホ
ー
ム
に
併
設
し
て
い

ま
し
た
が
、
老
人
ホ
ー
ム
の
新
築
計
画
に
伴

い
、
大
津
拠
点
に
移
転
し
ま
し
た
。
ま
だ
開

設
12
年
目
の
比
較
的
新
し
い
建
物
で
あ
る

「
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
大
津
（
特
定
施
設
入
居
者

介
護
）」
に
移
転
併
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

新しくデイサービスセンターが
シニアライフ大津へ移転しました
令和6年10月1日
三沢市大字三沢字園沢156-8から三沢市大津二丁目12-374へ移転

バランス

歩く力
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A
I
に
任
せ
き
り
と
い
う
こ
と
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
専
門
職
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。

　
人
と
A
I
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
課
題
解
決
を
提

供
し
て
い
く
時
代
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
三
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、
機
能
訓
練

指
導
員
の
他
に
法
人
内
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
）
が
来
所
し
て
、
A
I
歩
行
分
析

結
果
と
実
際
の
生
活
動
作
を
定
期
的
に
評
価
し
訓

練
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
ト
ル
ト
」
は
、
専
門
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
の
連
携
す

る
場
合
に
頼
も
し
く
、
情
報
共
有
の
際
に
も
重
宝
し

て
い
ま
す
。
運
動
メ
ニ
ュ
ー
も
わ
か
り
や
す
く
説
明

が
さ
れ
て
い
る
上
、
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
動

画
で
の
視
聴
も
可
能
な
た
め
、
ご
自
宅
で
お
客
様
自

身
に
よ
る
セ
ル
フ
ケ
ア
に
も
繋
が
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

お
休
み
の
際
は
、
ご
自
宅
で
あ
ま
り
動
か
ず
に
部
屋

で
横
に
な
っ
て
テ
レ
ビ
を
観
て
い
る
活
動
性
の
低
い

お
客
様
が
多
い
の
も
事
実
で
、
お
客
様
自
身
に
自
立

へ
の
意
識
が
少
し
で
も
高
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
仕
組

み
が
で
き
れ
ば
な
お
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
ル
ト
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

中
で
も
、
介
護
予
防
や
要
介
護
状
態
の
軽
度
・
中
等

度
の
お
客
様
に
も
っ
と
も
活
用
性
が
見
い
だ
せ
る
と

も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
介
護
予
防
教
室
な
ど
の
場
で
ト
ル
ト
を
持

ち
出
張
し
て
、
無
料
で
A
I
歩
行
分
析
を
地
域
の
お

客
様
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
地
域
で
の
運
動
意

識
が
高
ま
り
、
介
護
予
防
に
繋
が
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

地
域
密
着
型
通
所
介
護
と
は
…
…

利
用
者
が
可
能
な
限
り
自
宅
で
自
立
し
た

日
常
生
活
が
お
く
れ
、
社
会
的
孤
立
を
解

消
す
る
交
流
が
図
ら
れ
、
心
身
機
能
の
維

持
、
家
族
の
介
護
負
担
軽
減
な
ど
を
ね
ら
い

と
し
た
施
設
で
す
。
利
用
定
員
が
19
人
未

満
と
小
規
模
な
環
境
の
中
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
個
人
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
ケ
ア
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
月
1
日
か
ら
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
小
規
模
の
特
性
を
活
か
し
、
お
客
様
の
多

様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
、
趣
味
活
動
、
リ

ハ
ビ
リ
、
地
域
交
流
等
に
寄
り
添
い
、
き
め

細
や
か
な
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
強
み
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
お
客
様
、
職
員
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
と
さ
ら
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　「
通
い
た
く
な
る
居
場
所
」
を
目
指
し
て
、

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
諦
め
か
け
て
い
た
、

趣
味
活
動
等
へ
の
支
援
（
多
様
な
ク
ラ
ブ
活

動
・
農
業
ス
ペ
ー
ス
で
の
農
作
業
と
収
穫
祭
）

や
、
利
用
者
が
選
択
で
き
る
活
動
の
提
供
、

地
域
と
繋
が
り
な
ど
な
ど
、
楽
し
み
づ
く
り

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
沢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　

所
長 

根
市
正
行
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三
沢
老
人
ホ
ー
ム
落
成
式

和
4
年
度
健
康
福
祉
関
係
施
設
整
備
計
画
書
を
青

森
県
へ
提
出
し
、
令
和
4
年
3
月
28
日
に
国
庫
内

示
を
い
た
だ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
三
沢
老
人
ホ
ー

ム
改
築
工
事
は
当
初
の
計
画
期
間
よ
り
大
幅
に
遅
れ
ま
し

た
が
、
令
和
7
年
3
月
31
日
に
て
、
す
べ
て
の
工
事
が
終

了
し
、
同
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
関
係

者
か
ら
の
ご
協
力
に
よ
り
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

4
月
18
日
（
金
）、
き
ざ
ん
三
沢
様
に
て
落
成
祝
賀
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
ご
来
賓
に
三
沢
市
長
・
小
桧
山
吉
紀
様
を
は
じ

め
市
議
会
議
長
代
理
の
（
副
議
長
・
佐
々
木
卓
也
様
）、
青

森
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
・
高
杉
金
之
助
様
、
全
国
在

会
協
会
会
長
・
坂
本
美
洋
様
、
青
森
県
老
人
施
設
協
議
会

会
長
・
棟
方
秀
光
様
、
福
祉
施
設
関
係
者
、
地
域
の
方
々
、

そ
し
て
工
事
関
係
者
の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
施
設
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　
開
催
に
先
立
ち
当
会
理
事
長
よ
り
関
係
の
皆
様
へ
の
感

謝
と
と
も
に
こ
の
工
事
へ
の
思
い
と
設
計
の
調
整
、
変
更

な
ど
、
何
度
も
検
討
を
繰
り
返
し
、
と
く
に
世
界
情
勢
の

影
響
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
状
態
に
一
時
は
中
断
す
る
な
ど
、

今
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　
祝
奏
に
よ
る
歌
や
和
楽
器
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場

の
空
気
を
和
ら
げ
、
華
や
か
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
無
事
に
落
成
祝
賀
会
が
終
わ
り
、
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
企
画
・
情
報
セ
ン
タ
ー
主
幹
◆
種
市
博
幸

　
こ
の
た
び
、
三
沢
老
人
ホ
ー
ム
落
成
祝
賀
会
に
対

し
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
三
沢
老
人

ホ
ー
ム
の
完
成
の
経
過
を
孫
の
送
迎
時
に
毎
日
の
よ

う
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
幸
せ
者
で
す
。
二
棟
の
建

物
は
東
に
太
平
洋
、西
に
八
甲
田
連
峰
が
ひ
ょ
う
ひ
ょ

う
と
並
ん
で
、
凛
と
輝
い
て
ま
る
で
「
埴は
に
ゅ
う生

の
宿
」

の
よ
う
な
気
品
が
、
私
は
一
人
で
「
お
め
で
と
う
、

お
め
で
と
う
」
と
心
の
奥
で
お
祝
い
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
平
成
四
年
に
楽
晴
会
三
沢
老
人
ホ
ー
ム
に
入

社
、
当
時
お
客
様
の
人
数
1
1
0
名
、
1
居
室
に
6
名

の
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
お
客
様
に
豊

か
で
楽
し
い
生
活
が
で
き
る
施
設
を
目
指
し
て
い
た

理
事
長
は
、
事
業
に
関
す
る
実
績
を
次
々
と
広
げ
て

若
い
職
員
の
採
用
も
大
勢
で
し
た
。「
I
S
O
9
0
0
1
」

認
定
取
得
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
特
区
の
認
定

等
々
と
常
に
お
客
様
に
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
質
の
高
い
人

材
確
保
で
し
た
。「
社
是
」に
つ
い
て
、前
理
事
長（
故
・

齊
藤
甫
人
）
は
病
床
の
お
体
で
あ
り
な
が
ら
理
事
長

に
「
介
護
環
境
の
中
で
も
っ
と
も
大
切
な
の
は
介
護

さ
れ
る
人
の
心
な
ん
だ
よ
」
と
お
答
え
に
な
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

気
魂
を
こ
め
て
お
二
人
で
作
ら
れ
た
社
是
を
毎
日
朝

礼
で
唱
え
、三
沢
老
人
ホ
ー
ム
で
介
護
の
基
本
を
し
っ

か
り
と
学
ん
だ
若
い
介
護
員
は
、
今
で
は
各
拠
点
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

が
何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
も
地
域
の
拠

点
と
し
て
三
沢
老
人
ホ
ー
ム
は
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
く
と
確
信
し
ま
す
。
三
沢
老
人
ホ
ー
ム
、
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
沢
老
人
ホ
ー
ム
元
園
長
◆
安
藤
光

M i s a r w a C a r e H o m e
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最優秀賞 三沢老人ホーム
「ＬＩＦＥを活用した褥瘡ケアの取り組み」

審査員長賞 晴ヶ丘老人ホーム
「生産性向上とは∞ ～引き算の介護でいきいきとした暮らしを～」

優秀賞 シニアライフ大津
「生産性向上の取り組み」

敢闘賞

松園ケアラウンジ・スカイ
「レクリエーションツール機器『健康王国DX』を活用した取り組み 
～夜間覚醒時間の減少及び職員の業務改善に繋がった事例～」
岡三沢ぬくもりの家
「生産性の向上に関する研究」
訪問介護・入浴合同チーム
「緊急指令！  内部研修資料準備時間を減らせ！  資料はＡＩに作らせろ！」

優秀職員賞
鈴木真理子（栄町ぬくもりの家）

坂井富士子（世田谷希望丘ホーム事務室・相談員）

拠点長賞 立崎洋子（松原コラボケアセンター）

優秀経営
管理者賞

小島邦恵（世田谷希望丘ホーム給食室）

須藤明子（世田谷希望丘ホーム医務室）

野田めぐみ（晴ヶ丘老人ホーム給食）

佐藤恵（大町児童デイサービスセンターひかり）

最優秀経営
管理者賞 澤上紀代子（松原コラボケアセンター）

アメーバ賞
松原拠点

訪問入浴サービスステーション青空
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令和7年3月6日（木）、グランヒルつたやにおいて、八戸社会福祉
事業団福祉施設施設長・源明様（楽晴会理事）を審査員長にお迎えし、
令和6年度第16回職員研究発表大会を開催いたしました。厳正な
る審査の結果、各賞については下記のとおり決定いたしました。

研
究
発
表
の
部

個
人
賞
の
部

発表
第16回職員研究発表の結果および職員個人賞アメーバ賞
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大町児童デイサービス
センターひかり

保育所等訪問支援開始

世田谷希望丘ホーム
法人監査会を実行

2025.5.1 2025.5.14

　このたび、大町児童デイサービスセンターひかりでは「保
育所等訪問支援事業」を今年5月より開始しました。この
事業は、障害や発達に特性のあるお子さんが地域の保育所、
幼稚園、認定こども園、教育機関などの集団生活に安心し
て参加できるよう、当事業所の訪問支援員が訪問し、支援
に関する助言や環境の工夫などを行うものです。
　子どもを中心に、家庭・園・支援機関が “繋がる” ことで、
子どもにとってもっとも安心できる育ちの環境が生まれま
す。私たちは、困りごとを早期に捉え、多角的な視点で支
援を届けることで、子どもとその周囲にいる大人たちが孤
立せず、誰も一人にしない支援の形を目指しています。
　訪問では、子どもの特性に応じた関わり方の提案や、具
体的な場面での支援方法の共有を行います。「こんなとき
どうしたら ?」に対し、園やご家庭が安心して相談できる
体制を整え、日々の支援を一緒に考えていきます。
　また、支援は単発ではなく継続的に行うことで、小さな
変化や成長を見逃さず、子ども主体のかかわりを丁寧に積
み重ねていきます。保育現場との信頼関係を築きながら、
一人ひとりに寄り添った支援のあり方を模索し続けていき
ます。

大町児童デイサービスセンターひかり所長●佐藤恵

　令和7年5月14日に、林監事と堀監事に開設8年目を迎
えている世田谷拠点へお越しいただきました。世田谷拠点
では現在4つの事業を行っており、各事業管理者、看護師長、
栄養士など各部門の責任者を紹介後、各事業所の視察を順
に行っていただきました。まずは特別養護老人ホームから
の視察となります。最上階の5階へ行き、屋上庭園を見学
していただきました。遠くまで見える環境を説明し、正月
には初日の出をご入居者様と楽しむ話などさせていただき
ました。その後はユニット内の視察です。ご入居者様がお
過ごしになる個室、脱衣場・浴室、トイレ、キッチンなど
を細かく見ていただきました。
　個室では施設が準備するベッドや設備の説明を行い、ご
入居者様によって慣れ親しんだ家具を持ち込むことで『暮
らしの継続』となることや『入所』ではなく『入居』と呼
ぶことなどユニットケアの理念についても話をさせていた
だきました。加えて楽晴会の社是とユニットケアの理念は
とても親和性があり、『個』の内面まで関わるケアのあり
方など、双方をしっかりと学ぶことで、とても高いシナジー
効果が得られるものといえます。監事の方よりは設備の一
つひとつに対してもこのような使い方があるなどのお話を
いただき、多くの気づきを得ることができました。その後
は都市型軽費老人ホーム、小規模多機能型居宅介護を視察
していただきました。最後の講評では各事業や部門がよく
連携をしていることなどの良い面での評価もいただきつつ
も、建物や設備が年々老朽化していくことを踏まえた日々
のメンテナンスや対策を考えていくことの重要性をご教示
いただきました。

世田谷希望丘ホーム施設長●丸山義晴



三沢老人ホーム

12/6、7 新施設内覧会
12/10 新施設へ引っ越し
1/31 セフィロ様（コーラス）慰問
3/31 竣工式

岡三沢ぬくもりの家
岡三沢コラボケアセンター

12/25 忘年会
2/14 バレンタインカフェ
3/3 ひな祭り

栄町ぬくもりの家

12/13 もちつき会
12/22 クリスマス会
1/8 新年会
2/2 節分
2/14 バレンタイン
3/3 ひなまつり
3/14 スイーツバイキング

栄町コラボケアセンター

12/12、13 もちつき会
12/24、25 クリスマス会
1/7、8 新年会
2/3 節分
3/3 ひなまつり

松原ぬくもりの家

12/25 クリスマス会
1/1 元旦初笑い
2/3 節分行事
3/3 ひな祭り行事

松原コラボケアセンター

12/17 餅つき会
12/25 クリスマス会
1/15 小正月
2/3 節分行事
3/3 ひな祭り行事

三沢デイサービスセンター

12/18～20 買物散策
12/25 クリスマス会
1/15 小正月（繭玉作り、会食）
1/22～24 買物散策
2/3 節分（豆まき、会食）
2/18 料理クラブ（バレンタインホットケーキ作り）
3/3 料理クラブ（ひな祭りおはぎ作り）
3/12～14 買物散策

シニアライフ大津

12/27 年の瀬お楽しみ会
1/15 新年お楽しみ会
2/2 節分
2/12 運動会
3/2 桃の節句
3/29 ゲーム大会

障害者就労トライアルセンターボイス
パラアートみさわ合同 12/25 おつかれさま会

パラアートみさわ
1/24 誕生会
2/11 ボイスdeアート　絵の具を使って絵を描こう
3/4 ひな祭りパーティー

堀口児童デイサービスセンター

12/7 保護者茶話会（カフェ42）
12/14 年賀状作成
12/25 クリスマス会
1/6 はつもうで・書初め
1/18 すいとんづくり
2/8 恵方巻づくり
3/8 茶話会（カフェ42）、三色弁当作り
3/29 卒業を祝う会
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御寄贈御礼
光昌寺様 お菓子・ジュース（54.9kg）

鈴木 れい子様 小型冷蔵庫
古間木地区民生委員児童委員協議会様 BOXティッシュ （12パック）

こども宅食への
御寄贈品

株式会社KAWACHO RICE様 米
生活協同組合コープあおもり様 食料品、生活用品
ファミリーマート株式会社様 食料品、飲料、お菓子
フローレンス／こども宅食応援団様 食料品、生活用品
株式会社モリレイ様 食料品、雑貨、飲料
第一生命保険株式会社様 雑貨、食料品、衣類
a Bakery Olive様 冷凍パン
スカイプラザ株式会社様 食料品
みちのくコカ・コーラボトリング株式会社様 飲料
階上キューピー株式会社様 食料品
青森県社会福祉協議会様 文房具、飲料、食料品
全国食支援活動協力会様 衣類
明治安田生命様 食料品、衣類、雑貨
佐伯茂様 食料品、生活用品
橘清子様 エアマット、ボール
工藤様 衣類、靴、雑貨
百石香織様 生活用品
橋本瑞穂様 衣類
其田鼓雪様 衣類

拠点名 事業所名 個人 団体 計

晴ヶ丘
晴ヶ丘老人ホーム 10 4 14

はるが丘デイサービスセンター 9 0 9

グループホームはるが丘 1 0 1

三沢 三沢老人ホーム 28 10 38

松園
松園ケアラウンジ・スカイ 3 0 3

松園デイサービス・スカイ 6 0 6

松園グループホーム・スカイ 4 0 4

岡三沢
岡三沢ぬくもりの家

6
0 6

岡三沢コラボケアセンター 0 0

栄町
栄町ぬくもりの家 2 0 2

栄町コラボケアセンター 2 0 2

松原
松原ぬくもりの家

2 5 7
松原コラボケアセンター

大津
シニアライフ大津 11 0 11

三沢デイサービスセンター 12 0 12

桜町 ソーシャルワークセンター 6 82 88

堀口児童 堀口児童デイサービスセンター 3 0 3

大町児童 大町児童デイサービスセンター 1 0 1

計 106 101 207

講師派遣

キャラバンメイト
（認知症キッズサポーター養成講座）

12/18

中平智弘（三沢老人ホーム拠点長補佐）

三沢第五中学校 全校生徒 山田大文（ホームヘルパーステーション青空・訪問入浴サービスステーション青空所長）

法人本部災害対策室 1/25 令和6年度三沢市防火クラブ・自主防災会合同研修会（講師：袴田晃多・種市博幸）

キャラバンメイト
（認知症キッズサポーター養成講座）

2/10

中平智弘（三沢老人ホーム拠点長補佐）　

岡三沢小学校 6年生 山田大文（ホームヘルパーステーション青空・訪問入浴サービスステーション青空所長）

法人本部災害対策室 3/6 令和6年度地域の絆づくり講演会（五所川原市）（講演：種市博幸）

実習生等受入れ

三沢老人ホーム 2/10～25 八戸学院大学短期介護福祉学科1年生・介護実習生

障害者就労トライアルセンターボイス 3/10～19 八戸学院大学健康医療学部人間健康学科3年生

堀口児童デイサービスセンターひかり 3/13、3/18 八戸学院大学健康医療学部人間健康学科3年生

発行＝社会福祉法人楽晴会●発行人＝齊藤淳
〒033-0041青森県三沢市大町二丁目6番27号
TEL0176-53-3550●FAX0176-53-2480●wmaster@rakuseikai.or.jp
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2024年12月～2025年3月
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……………

お心いただきました ! 　ありがとうございました !


